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The elements of Japanese writingの存在が明らかとなった。本稿では，この文献を紹介す
るとともに，その土台となった『文字のしるべ』の“the four hundred commonest Chinese 
Characters”についても言及する。
?? ????
　The elements of Japanese writingは，N. E. Isemongerによる著作で，1929年にJames G. 
Forlong Fund. Vol. VIIIとして出版された。また，1943年に再版の出版が確認できる。
　本書の扉には“Commander N. E. Isemonger. / ROYAL NAVY（RETIRED）”（/は改
行）とあり，著者はイギリス海軍の退役中佐であったことが分かる。Gerstle & Cummings
（2017）によると，Isemongerは1921年から1943年までロンドン大学アジア・アフリカ研
究学院（SOAS: School of Oriental and African Studies）で日本語教師を行っていたとされ
る。また，オンラインのデータベースによって，そのフルネームと生没年を確認できる1。
1　情報の典拠は次のウェブサイトによる。
・Noel Everard ISEMONGER 1883-1951 / The Scadding Family
http://www.turle.name/scadding/pages/indiI2669.html（2019年1月閲覧）
・Lieutenant Commander Noel Everard Isemonger / Lives of the First World War - WW1 Digital Memorial, 
https://livesofthefi rstworldwar.org/lifestory/6901741（2019年1月閲覧）　
Isemonger （1929）
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図1　The elements of Japanese writing（1929）のSection II
（3）
In off ering the present volume the author desires fi rst to express his most grateful 
thanks to Professor B. H. Chamberlain for his kind permission to reproduce, largely in 
its original form, a section of his work “Moji no Shirube, or A Practical Introduction to 
the Study of Japanese Writing.” That invaluable book was about to be re-published but 










例えば，ローマ字による表記について，Chamberlainに従って“syllables of Chinese origin 
are printed in small capitals whilst Japanese syllables are shown in italics .”（=音読みはス
モールキャピタル，訓読みはイタリックで示す）としている。この他にも，同書にはたび
たび“practical”という語が出現するが，これは『文字のしるべ』の英題であるA Practical 
Introduction to the Study of Japanese Writingを強く意識したものであろう。
　Section Iは，章扉では，“THEORETICAL AND PRACTICAL CONSIDERATIONS OF 





　Section IIは，章扉では，“400 OF THE COMMONEST CHINESE CHARACTERS 
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6.　LANGE, Doctor R.  “A Textbook of Colloquial Japanese.”
 （English Edition by C. Noss）.
7.　INOUYE, Prof. J.  “Japanese-English Dictionary”（1920）.
8.　TAKEHARA, Doctor T.  “A Standard Japanese-English Dictionary.”
 （Sept. 1924）.
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4　複数の版があるものは，比較的刊行年代が近い版の情報を掲出した。











　本書については，The Journal of the Royal Asiatic Society of Great Britain and Ireland. 
No. 3（1930）にレビューがある。その冒頭には，次のようにある。
    This book would have been better entitled, "How to read Japanese," for its main 
purpose is to show how the Chinese characters, and their abbreviations the Kana, as 
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　また，INTRODUCTIONの末尾には，“Mr. Yoshitake Saburo, of the School of Oriental 













　同書は特に，「基本漢字」（“the Commonest Chinese Characters”）についての記述
が大部分を占める。Section 1-12が資料の本編にあたり，1-3までが概説と口語の初級文
法とひらがな・カタカナについてで，漢字に関する記述は，Section 4 “the four hundred 



















　また，INTRODUCTIONの末尾には，“Mr. Yoshitake Saburo, of the School of Oriental 













　同書は特に，「基本漢字」（“the Commonest Chinese Characters”）についての記述
が大部分を占める。Section 1-12が資料の本編にあたり，1-3までが概説と口語の初級文
法とひらがな・カタカナについてで，漢字に関する記述は，Section 4 “the four hundred 






























































































































































































　図1のThe elements of Japanese writingと比較すると，漢字をマス目で囲った表形式で
示し，右上に番号を付すなど，よく似ているように見える。しかし，かなり厳密な配置に
こだわり，左右のページの内容を番号で対応させる工夫があるThe elements of Japanese 
writingの方が，より整った印象を受ける。また，漢字の掲出方法については，『文字のし
るべ』は手書きによる筆写字体のみであるのに対し，The elements of Japanese writingは
活字に音訓や英訳を併記するという違いがある。後者の掲出方法の方が，目当ての漢字に
ついての情報を一度に入手でき，より実用的で，利便性が高いと言える。
　続いて，両文献が収録する漢字に言及したい。The elements of Japanese writingの
収録字は，目次に“400 of the commonest Chinese Characters as originally selected and 
arranged by Professor Basil Hall Chamberlain”とあるように，明らかに『文字のしる
べ』のSection 4 “the four hundred commonest Chinese Characters”と関連が深そうである。
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elements of Japanese writingでは採録されなかったのは次の13字である。
　万（0014） 鳴（0096） 營（0127） 髮（0139） 弓（0170） 矢（0171） 厘（0184）













The elements of Japanese writingを基準にした場合，全ての漢字が『文字のしるべ』にも
含まれている。しかし，表で網掛けを行った次の13字は最も基本的とされるSection 4には
出現せず，後のSectionから繰り上がりで収録される8。
　話（0639） 旅（0743） 館（0681） 代（0450） 活（1745） 動（1027） 使（0489）
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7.　 GERSTLE, Andrew & CUMMINGS, Alan（2017） 11 Japanese Studies at SOAS, 
University of London, 『世界の日本研究』 = “JAPANESE STUDIES AROUND THE 
WORLD 2017”, 国際日本文化研究センター
















　収録漢字として，The elements of Japanese writingに存在し Chinese Charactersにな
いのは，「々」と「円」の2字であった。前者は記号，後者は略字であるため，Chinese 
Characters は収録を避けたと思われるが，『文字のしるべ』に採録され，The elements of 
Japanese writing にも受け継がれたものである。
?? ????









































7.　 GERSTLE, Andrew & CUMMINGS, Alan（2017） 11 Japanese Studies at SOAS, 
University of London, 『世界の日本研究』 = “JAPANESE STUDIES AROUND THE 
WORLD 2017”, 国際日本文化研究センター
















　収録漢字として，The elements of Japanese writingに存在し Chinese Charactersにな
いのは，「々」と「円」の2字であった。前者は記号，後者は略字であるため，Chinese 
Characters は収録を避けたと思われるが，『文字のしるべ』に採録され，The elements of 
Japanese writing にも受け継がれたものである。
?? ????






　ただし，The elements of Japanese writingは後発である分，改良点も多い。まず，『文
字のしるべ』より，単字の解説が少なく，その分熟語についての記述が多い。また，どの
漢字についての解説なのかが分かるように，必ず解説には漢字番号に対応した番号を明示
するといった工夫がある。さらに，漢字の掲出には，『文字のしるべ』の内容にも影響を
与えたChinese Charactersの形式を使用している。
　漢字文献が収録する字数としては，400字という漢字数は極めて少ない。岡墻（2016）
によると，『文字のしるべ』初版（1899）はNo.で2350字，Lay（1895） 3899字，「三千
9　特にChinese Characters （1895）は，部首ごとに改行による空白を作らず，漢字が間断なく列挙されてい
るため，見た目の類似はより強い。
